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第 6 章 イギリス企業の労働・組織・管理
一一鉄鋼公社の事例研究一一


















































































業において， 1976年と 1988年の 2 時点を比較する時，個人・同族による少数支配が，量的に減
少し， r利益星座状連関を通じた支配」が量的に増大している。イギリスにおける個人・同族
による小数支配の広がりが減少した理由について，スコット氏は，①株式の機関所有の増大，


































































































































































































































































































第 6 章・第 7 章において，長谷川氏は，第 6 章では，イギリスの鉄鋼公社が，第 7 章で日本
の巨大鉄鋼大企業が事例としてとりあげられ，設備近代化と管理組織・管理労働力構成との関
















































リスの調査・実証研究の検討を中心として一一J (W産業と経済』第 7巻第 4 号， 1993年 3 月，所収)，
など参照。
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比較を試みている点があげられよう。
次に，三民の描く経営現象の全体像について，述べておきたい。三氏は，相互に経営現象の
異なる重要な局面を分析しており，三氏の研究を総合すると現代企業の活動の全体像が浮かん
でくる。しかし，本書の描く経営現象の全体像のすべてを描くことは，もはや紙幅の関係で限
界があり，筆者が，特に着目した点を中心として，本書の全体像の一端を記述しておきたい。
第 1 部のスコット氏の研究では，国際比較を通して，現代大企業が，個人的占有から非個人
的占有へ移行してゆく一般的傾向を明らかにしている。そして，スコット氏は， I支配」と
「統治」の概念を明確にし，主として，本研究では「支配」に関わる実証研究を展開している。
スコット民の実証研究では，取締役兼任に着目し，現代大企業において， 19世紀には一般的で
あった個人・同族による少数支配から非個人的な法人機関株主の資本家的利害の「星座状連
関」を通じた「支配J へ移行していることを解明している。
第 2 部の仲田民の研究では，スコット氏の言うところの「統治(支配構造によって制約され
る戦略的意思決定の権能)J に関わる諸問題が，現代企業の歴史的・国際的展開を克明に描く
ことを通して，解明されている。すなわち，仲田氏は，英米型企業システムの形成を「機能資
本」と「所有資本」の分離の発展形態という視角から把握し，会社「統治」に従事するトップ
マネジメントが現代的な「機能資本」の担い手であると同時に，会社間関係を通じて確立され
る金融資本の一翼をも形成することを指摘している。特に，仲田氏は，アメリカ大企業におけ
る企業集中運動と管理構造の形成の変化の関連性について論究し，①トップマネジメシトによ
って構成される「経営執行委員会」が一層の重要性を増し，②企画立案と統制機能，人事=労
務，サーピス的諸機能を担当するスタッフ部門が形成される点に着目している。また，仲田氏
は，日本の大企業のトップマネジメントの歴史的発展と近年の日本の大企業のトップマネジメ
ント戦略の問題点と経営学的意義にも論究している。仲田氏の研究の特徴の一つは，全般的管
理の形成を， トップマネジメントの変化との関連性から論じた点にある。
第 3部の長谷川氏の研究では，仲田氏の問題意識にある全般的管理の形成・発展， トップマ
ネジメントの変化，本社スタッフ部門の形成を含む管理・労働の諸変化を，設備近代化(資本
主義的技術利用〉の影響を軸として，日英巨大鉄鋼企業の国際比較を通して，論究している。
この研究で，長谷川民は，日英巨大鉄鋼企業の共通性として，設備近代化の発展にともなって，
①トップマネジメント数が増え階層化が進み資本の統制権が相対的にはより少数の，しかも決
定と執行の両方の責任の有する人の手に集中 L，②事業所レベノレにおける雇用量の著しい減少
と管理職構成比の上昇，③企業レベルにおけるホワイトカラーの構成比の上昇と本社従業員比
率の上昇，などを指摘している。
上記のように本書の描く経営現象の全体像の一端を紹介するだけでも，本書の国際比較経営
研究の広がりと内容の持つ深い含意を理解することができょう。それゆえ，本書が，我国の国
際比較経営論や経営管理論，経営労務論に与える刺激も大きいものと思われる。したがって，
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本書の公刊を機会に，今後この領域における研究が深められる可能性が高まったと言えよう。
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